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【平成２９年度 検証結果】 

検証結果  当初目標に対し、概ね期待どおりの成果があったが、一部十分ではなかった。 

当初目標の一つである単一分子レベルで光学活性を分析する円偏光フォトン STM

（走査型トンネル顕微鏡）、探針誘起円偏光ラマン散乱分光法等の新しい装置開発を

行い、キラルなヘリセン分子及び PTCDI（ペリレンテトラカルボキシルジイミド）

分子からの円偏光発光や、単層 CNT（カーボンナノチューブ）からの円偏光ラマン

散乱を一分子分解能で計測することに成功しており、現象論からのアプローチについ

ては評価できる。しかし、二つ目の目標であるキラル単一分子の光学活性発現の起源

の解明については、構造キラリティと電子状態との詳細な相関や理論計算からのアプ

ローチに関する進捗が不十分である。 
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【平成２７年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

○ A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

STM-LE（トンネル電流誘起発光分析）や STM-TERS（探針誘起ラマン分光法）などを搭載した新

規な STM の装置の開発を行い、単層ナノチューブの円偏光ラマン測定などのデータが得られている。

また、単一分子計測では、STM-LE による１分子レベルでのキラル分子光学異方性計測が実現され、

１分子と会合体との異方性の差という新知見が得られており、当初の目的が達成されつつある。こうし

た新しい結果が、まず論文として公表され、さらに、独立に提示された１分子光学知見と１分子構造知

見の相関を取るなど、高度な研究に発展するよう努力することが望まれる。 


